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洗濯とは、古代から現代に至るまで、技術革新や社会的背景の変化に応じて大きな進化

を遂げてきた。衣類を清潔に保つという基本的な機能は変わらないものの、近代以降は洗

濯機の普及や柔軟剤の登場により、効率性や利便性が向上した。特に柔軟剤は、衣類を柔

らかく保つ役割に加え、香りや静電気防止などの機能を付加し、生活を豊かにする重要な

製品となっている。 

そこで、現代の洗濯文化や柔軟剤の利用実態を把握するためにアンケート調査を実施

し、地域や世代による使用傾向の違いや環境配慮の意識を分析した。その結果、多くの

人々が柔軟剤を選ぶ際に香りを最重視している一方で、環境への配慮が十分に行われてい

ない現状が明らかになった。また、洗剤や柔軟剤の成分が水質汚染や生態系に与える影響

についても指摘され、特に界面活性剤や香料の環境負荷が顕著であることが分かった。 

洗濯技術の進化と柔軟剤の多様性を社会的、環境的な観点から総合的に考察すること

で、現代社会が直面している課題とその解決の方向性を示すとともに、持続可能な社会の

実現に向けた具体的な提案を行った。本研究は、洗濯文化の発展が社会や環境に与える影

響を再評価し、これからの生活様式や環境意識の向上に貢献することを目指したものであ

る。 


